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あおぞら銀行グループ 贈収賄防止基本方針 

 

あおぞら銀行グループは、「新たな金融の付加価値を創造し、社会の発展に貢献する」こ

とをミッションとし、「時代の変化に機動的に対応し、常に信頼され親しまれるスペシャリ

ティー高い金融グループであり続ける」ことを目指しています。当行グループは、企業がそ

の社会的責任を果たし持続的に成長していくためには、高い倫理観を持ち、お客さまおよび

社会の信頼を得ることが不可欠と考えています。当行グループは、事業を遂行する国・地域

に適用される関連法令諸規則を遵守し、贈収賄や汚職等の不正の排除に取り組みます。 

 

当行グループは、贈収賄を防止するため、以下の取組みを行います。 

 

(1) 公務員等に対する贈賄の禁止 

当行グループは、全ての役職員に対し、直接・間接を問わず、国内・海外の公務員等に

対し、その職務に関連して不正な接待、贈答その他利益の供与、申し出又は約束を行う

ことを禁止します。 

 

(2) 過剰な接待、贈答等の禁止 

当行グループは、全ての役職員に対し、関連法令により許容される場合であっても、 

過剰な接待、贈答その他社会通念上妥当な範囲を超える利益の供与を行い、又はこれを

受けることを禁止します。 

 

(3) 贈収賄にかかるリスクアセスメントの実施 

当行グループは、継続的に贈収賄にかかるリスクアセスメントを行い、その結果に基づ

き贈収賄防止のための取組みを見直します。 

 

(4) 記録の作成および保存 

当行グループは、接待および贈答品の授受等について、迅速かつ正確に記録を残します。 

 

(5) 研修 

当行グループは、全ての役職員に対し、贈収賄防止に関する研修を継続的に実施します。 

 

(6) 内部通報制度 

贈収賄に関する法令、社内規則等の違反は、内部通報制度の通報対象になります。 

同制度では、善意の通報者について不利益処分を行うことが禁止されます。 
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(7) 懲戒手続 

贈収賄に関する法令、社内規則等に違反した場合、解雇を含む懲戒処分の対象となりま

す。 

 

(8) モニタリング 

当行グループは、贈収賄防止体制の運用状況に関し、内部監査を含むモニタリングを 

リスクベースで継続的に実施します。 

 

以 上 

 




